
平成２８年度使用教科用図書の採択について（報告）

鳥取大学附属中学校

教 科
採択教科書 採択の理由（内容、資料、表記・表現等）

国語 ・構成が本校の指導計画に合っており、修得・活用・探究（選択）の
教材の配列が扱いやすく、学習内容を発展させることに適している。

学校図書 ・「発見する読み」等の短い教材の質に優れたものがあり、単元のま
とめとして、時には自学自習の課題として利用することに有効である。
・分量の多い、あるいは難易度の高い教材が比較的多く採用されてい
るため、教師のねらいや生徒の実態に応じて様々な学習課題を設定す
るのに適している。とくに課題に対する考えを持ち寄り、協同的に学
び合う学習を設定することが可能になるため、本校生徒の「思考を深
める」というテーマに用いる際に有効である。

書写 日 常 生 活 の 中 で 、 筆 で 文 字 を 書 く こ と が な い 生 徒 に 、 わ か
り や す い 工 夫 が な さ れ て い る 。 入 筆 の 方 向 、 筆 圧 の 強 弱 や 変

光村図書出版 化 、 穂 先 の 動 き な ど の 解 説 も 朱 の 濃 淡 等 で 、 ポ イ ン ト が う ま
く 整 理 さ れ 、 学 習 者 の 道 具 に 対 す る 抵 抗 感 へ の 配 慮 が な さ れ
て い る 。 ま た ペ ー ジ の 色 使 い も 適 度 な 色 彩 を 用 い て お り 、 装
丁 も 観 音 開 き を 用 い る な ど 、 文 字 の 学 び に 効 果 的 で あ る 。 さ
ら に は 、 取 り 上 げ ら れ て い る 文 字 が 生 徒 に と っ て 書 き や す い
も の で あ り 、 生 活 と 学 習 を つ な ぐ 編 集 、 高 等 学 校 に つ な が る
編 集 が な さ れ て い る 。

社会（地理） ・ 基 本 的 な 地 理 的 技 能 を 身 に つ け さ せ た い 箇 所 に 「 技 能 を み
が く 」 の コ ラ ム を 載 せ 、 見 開 き の 欄 外 を 使 い 、 冒 頭 に 学 習 課

帝国書院 題 を 示 し 、 関 連 ペ ー ジ の 最 終 部 分 で 復 習 課 題 と 発 展 課 題 を
示 し て い る 。 第 １ 部 で は 、 世 界 の 諸 地 域 に つ い て そ れ
ぞ れ 異 な る 視 点 を 組 み 合 わ せ 、 そ の 特 色 が 追 究
で き 、 第 ２ 部 で は 、 日 本 の 諸 地 域 に つ い て 、 異 な る テ ー
マ か ら 地 域 の 特 色 を と ら え 追 究 活 動 を 通 し て 理 解 を 深 め る 構
成 に な っ て い る 。 ま た 、 写 真 や グ ラ フ 、 地 図 な ど の
資 料 が 本 文 の 記 述 を 補 い 、 基 礎 的 基 本 的 な 知 識 や 技 能 の
定 着 が 図 れ る よ う に 配 慮 さ れ て い る 。
・ 最 新 の 資 料 が 多 く 記 載 さ れ 、 写 真 ・ 資 料 等 が 効 果 的 で 国 や
地 域 の 特 色 や 社 会 的 事 象 の し く み 関 係 を 学 ぶ の に 適 し て い
る 。

社会（歴史） ・ 単 元 構 成 や ま と め な ど 学 習 内 容 を 深 化 、 発 展 さ せ る の に 適
し て い る 。 歴 史 か ら 公 民 へ の 接 続 も よ い 。 とくに毎 時 間 の 確

東京書籍 認 （ 事 項 ） が 明 確 で あ り 、 教 師 ・ 生 徒 と も 学 習 の ね ら い ・ め
あ て が 立 て や す い 。 毎 時 間 の 終 わ り に は 、 キ ー ワ ー ド や
複 数 の 資 料 を 用 い て 学 習 内 容を振り返る活動を 位 置 づ け 、
各 章 の 終 わ り に は 、 学 習 し た 内 容 を 再 構 成 し て 時 代 の 特 色 を
明 ら か に す る 活 動 が 位 置 づ い て い る 等 、 生 徒 の 思 考 力 ・ 判 断
力 ・ 表 現 力 を 育 む 工 夫 が 大 変 よ く な さ れ て い る 。
・ 学 習 課 題 と ま と め に 一 貫 性 が あ り 、 毎 時 間 、 課 題 に 対 し て
自 分 の 学 習 を 振 り 返 る ス タ イ ル が 継 続 さ れ る こ と で 、 学 習 の
仕 方 も 身 に つ く よ う に 大 変 配 慮 さ れ て い る 。



社会（公民） ・ 単 元 構 成 や ま と め な ど 学 習 内 容 を 深 化 、 発 展 さ せ る の に 適
し て い る 。 歴 史 か ら 公 民 へ の 接 続 も よ い 。 と く に 毎 時 間 の 確

東京書籍 認 （ 事 項 ） が 明 確 で あ り 、 教師・生徒とも学習のねらい ・ め あ
て が 立 て や す い 。 また、各小項目ごとに 「 確 認 」（ 机 マ ー ク ） を
設 定 し ， ほ ぼ 毎 時 間 「 説 明 ・ 論 述 ・ 討 論 」 な ど の 言 語 活 動 が
で き る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。
・ 国 旗 ・ 国 歌 や 各 国 の 主 権 を 尊 重 す る こ と や ， 領 土 問 題 な ど
国 際 社 会 で 起 こ っ て い る 問 題 を 平 和 的 に 解 決 し よ う と す る 日
本 の 立 場 も 明 記 さ れ て い る 。
・ 見 開 き １ ペ ー ジ ご と に 設 定 し た 学 習 課 題 に つ い て 、 本 文 や
写 真 ・ 資 料 等 に よ っ て 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 ・ 技 能 の 習 得 を
図 る と と も に 、 確 認 に よ っ て 学 習 内 容 を 振 り 返 り 定 着 さ せ る
よ う に 構 成 さ れ て い る 。

地図 ・ 歴 史 ・ 公 民 的 分 野 に も 適 し た 地 図 や 主 題 図 を 設 け る な ど 、
さ ま ざ ま な 場 面 で 活 用 で き る よ う に 、 表 現 や 構 成 に 工 夫 が 見

帝国書院 ら れ る 。
・ 生 徒 の 地 図 へ の 興 味 ・ 関 心 が 高 ま る よ う 、 地 域 の 概 要 が つ
か み や す い ダ イ ナ ミ ッ ク な 鳥 瞰 図 や 、 地 誌 学 習 に 適 し た わ か
り や す い 資 料 図 を 豊 富 に 用 い て い る 。
・ 多 く の ペ ー ジ に 学 習 課 題 を 明 示 し 、 見 通 し を 持 っ て 学 習 に
取 り 組 め る よ う 工 夫 さ れ て い る 。 は っ き り し た 色 遣 い が な さ
れ て お り 、 見 や す く 、 読 図 の 技 能 を 身 に 付 け る の に 適 し て い
る 。 歴 史 的 事 項 に つ い て も 色 分 け を し て 記 載 さ れ て お り 、 歴
史 の 学 習 で も 活 用 が 図 れ る 。 北 方 領 土 、 竹 島 、 尖 閣 諸 島
は 写 真 付 き で 島 名 と 国 境 線 が 明 示 さ れ 、「 日 本 固 有 の
領 土 」 と 明 記 さ れ て い る 。 さ ら に 、砂 丘 の 開 発 と し て「 鳥
取 砂 丘 」 が 扱 わ れ て お り 、 郷 土 に つ い て 学 ぶ こ と が で き る 。

数学 本 編 は 、 単 元 や 小 単 元 の 導 入 に お い て 、 問 題 解 決 学 習 が 想
定 さ れ て お り 、本 校 の 指 導 計 画 ・ 方 針 に 合 致 し て い る 。ま た 、

啓林館 基 礎 基 本 の 内 容 が 丁 寧 に 扱 わ れ て い る こ と や 既 習 事 項 と の 関
連 が 明 記 さ れ て い る こ と か ら 、 生 徒 の 予 習 、 復 習 の 自 学 に も
適 し て い る 。 さ ら に 、 巻 末 や 別 冊 の 内 容 も 充 実 し て お り 、 発
展 的 学 習 や 課 題 学 習 の 教 材 が 豊 富 で あ る 。こ う し た 構 成 は 、
生徒の興味関心に応じた主体的な学びにもつながると考え る。

理科 実験器具も教科書の写真と同じタイプのものを使っており、指導し
やすい。教科書の構成・内容が本校の実態に合っている。学習内容と

啓林館 関連したものづくりの紹介や「発展」の内容も充実しており、学習を
深めることができる。高校での学習への意欲にもつなげやすい。

音楽（一般） 解説、写真、ページ構成（レイアウト）がわかりやすく、指導しや
すい。見開き 2 ページで構成されていることで、生徒にとって、見や

教育芸術社 すいものとなっている。
また、教科教育における、公立学校との連携を図る観点からも採択

している。

音楽（器楽） 西 洋 の 楽 器 だ け で な く 、 和 楽 器 の 掲 載 量 も 多 い 。 ア ル ト リ
コ ー ダ で は 、 タ ン ギ ン グ や ア ー テ ィ キ ュ レ ー シ ョ ン な ど の 基

教育芸術社 本 的 事 項 や 、 指 使 い も 分 か り や す く 記 載 さ れ て い る の で 、 生
徒 に と っ て も 分 か り や す い 手 だ て と な っ て い る 。



美術 改 訂 前 か ら 使 用 し て お り 、 学 年 が ま た が る 中 で 、 改 訂 前 の
内 容 を 踏 ま え つ つ 、 材 質 等 に も 工 夫 を 凝 ら し た 資 料 の 改 善 、

日本文教出版 内 容 の 充 実 が 見 ら れ た 点 で 採 用 し て い る 。 ま た 、 前 年 度 の
学 習 内 容 が 応 用 し や す い よ う に 次 年 度 の 教 科 書 に も 掲
載 さ れ て お り 、 学 び を 深 め る た め に も 有 効 で あ る 。 作
品 資 料 も 大 き く 掲 載 さ れ て お り 、 実 物 と ほ ぼ 同 じ 大 き さ で 部
分 が 掲 載 さ れ て い る 点 も 実 物 に 触 れ る 機 会 が 少 な い 地 域 の 生
徒 に と っ て は 、 よ り よ い 鑑 賞 教 材 と な り う る 。

保健体育 他の教科書と比較して、専門的な解説が多く、本校が健康教育の研
究をしている自尊感情について扱っているのは大修館だけである。さ

大修館 らに今年度の改訂により、分かりやすく丁寧にまとめてある。また、
鳥取県内の多くの高校も本教科書を使っており、学習内容の連携がス
ムーズであると考える。

技術・家庭 ガイタンスにおいて､安全性や段取りに関する記述が充実しており、
（技術分野） ３年間の学習に先立って、授業に向かう心がけを育成するために最適

であると判断している。また、エネルギー変換の内容では、記載され
開隆堂 た機器と同じ道具を有しており、生徒に説明する際の理解度の向上に

寄与できる。全般的に、学習内容に関する説明を最低限にとどめてお
り、生徒自身に考えさせる範囲を広く設定できる。

技術・家庭 消費者教育の部分が充実し、今日的課題である、消費者問題と各領
（家庭分野） 域とがつながり、他教科との関連も明確に編集されている。資料にお

いては、とくに食物領域で絵や写真が多用され、写真の説明も的確で
開隆堂 あり、資料と教科書が一体化したように感じられる。実習例も多く紹

介され、生徒にとっても理解しやすいものになっている。また、全体
的に絵と文字のバランスが良く、色使いが優しい。
家庭生活が充実していくような学習内容になっているため、採択し

ている。

外国語 身近に感じられる題材を用いて、学習の系統性を考慮しながら、段
（英語） 階的に習得・活用を繰り返し、効果的に言語を習得させるための工夫

がみられる。基本から発展的活動へと分かりやすく導く構成、取り上
三省堂 げられている題材が豊富で、４技能を統合して活用する自己表現活動

の設定等の観点から判断し、本校の指導計画に教科書の構成が適して
おり、学習を深化、発展させるのにも適している。


